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シンガポー ルの教育とメリトクラシー に関する社会学的研究

再加熱装置と して の技術教育校

シ ム ・ チ ュ ン ・ キ ャ ッ ト

　　　　　　　（Sim　Choon 　Kiat）

1 。　 問題の 所 在

　本稿 の 目的 は， 厳 し い トラ ッ キ ン グ制度 を有す る シ ン ガ ポー ル を取 り上 げ ， 競争

教育 に お ける 「敗者」の プ ロ フ ィ
ー

ル を描 い た うえで ， 「敗者」を受 け持 つ 技術教育

校 の 役割 を解明す る こ とに あ る。

　 シ ン ガ ポール は中国系 76．8％ ，
マ レ

ー系13．9％ ， イ ン ド系 7．9％ とそ の ほ か の 民

族 か らなる典型的 な多民族国家で あ り， 国籍を有す る人 口 が 300万人強しかな い と

い う小国で もあ る （国勢調査 Census　2000 ）。 離島 を除 けば， 国 土 の 面 積 も604kmtと

狭 く， 東京23区よ り もひ と回 り小 さ い
。 国家の発展 と未来を担 うエ リー トを選 出す

るた め に ， 初代首相 ・現 ヒ級相で あ る リー ・クア ン ・ユ ー氏 らが 率い る与党 ・人 民

行動党 は ， 限 られ た人的資源 をメ リ トク ラ シ
ー

に基 づ い て 合理 的 に配 分 しなが ら，

稀少な才能 を効率的に吸収す る社会 シ ス テム を築 い て きた 。 教育制度の 面で も ，
三

線分流型の トラ ッ キ ン グが 1979年か ら実施 され ， 小 学校五 年生か ら中等後教育 まで

の 各段階 に お い て ， 生徒 を学力 ・習熟 度別 に ふ る い 分 け る 。 しか も ， イ ン タ ーナ シ

ョ ナ ル ・ ス ク
ール へ の シ ン ガ ポール 人の 入学が 原則的に 禁止 さ れ て い る うえ ， 私立

学校 もほ とん ど存在 しな い
｛1）

。 そ の た め ， 国 内で 教育 を受 け る以 上 ， す べ て の 国民

は その 選 抜制 度 に 従 う こ と を余儀 な くさ れ る 。 そ れ ゆ え に ， 否が応で も生 徒 に レ ッ

テ ル が 貼 られ て し ま い
，

ク ラ ー ク の 言葉 を借 りれ ば ， 「失敗 は公 とな る」の で あ る

（Clark　1960，　p．571）o

　 シ ン ガ ポール の 教育 競争 は ， その 形態 に 着 目す る限 り， ま さ に ロ
ーゼ ン バ ウ ム の
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研究が 指摘 した トーナ メ ン ト移動型 で あ る （Rosenbaum　1976）。 しか も ， そ の 教育

ト
ーナ メ ン トは全国 レ ベ ル で行わ れ る とい うの が シ ン ガ ポール の 特徴 で あ る 。

V 一

ゼ ン バ ウ ム に よれ ば ， 卜一ナ メ ン ト移動 は 「増幅効果」 を生 じ ， 早期選抜 に選 ばれ

た者 の モ チベ ー
シ ョ ン を高め るの に 対 し， 逆 に選 ばれ なか っ た者 の 学習意欲 を一

段

と低下 させ る 。 こ の 説 に従 えば ，
シ ン ガ ポール で は 「増幅効果 」 が早 い 段階 で あ ら

わ れ
，

ア ス ピ レ ーシ ョ ン が 小学校五 年とい う早期 に 自ず と縮小 ， 冷却して しま う と

と もに ， 学習意欲 も低下 して し ま う 「極寒状態」 の 生 徒が い て もお か し くなか ろ う。

そ こ で エ リ
ー

トの選 出 と育成 を大前提 とす る シ ン ガ ポール の 教育制度で は ， これ ら

「極寒状態」 の 生徒 に どの よ う に対処 して い る の か が 問わ れ る
。 「頭脳国家」 （田村

1993） と い わ れ てい る シ ン ガ ポール は ， 頭 脳競争で 負 けた非 エ リー トた ち をア ス ピ

レ ー シ ョ ン の 低 い ま ま に ほ う っ て お くの か
， あ る い は非 エ リー トで あ ろ う と

， 貴重

な人的資源 と して頭脳 の 最後の
一

滴まで 絞 りきるの か が本稿 の 出発点 とな る問い で

あ る 。

2 ．　 先行研 究の レ ビ ュ
ー

　 メ リ トク ラ シ ー （Young 　1958）の 正 当性 を維持 す る た め に は ， で き るだ け多 くの

人 々 をそ の選抜過程 に積極的に 参加 させ
， 「勝っ 」こ とに対 して か か わ りを持た せ な

けれ ばな らな い （Hopper 　1968）。 した が っ て ， 選 抜が行われ る以前 に ， 被選抜者 を

社会 的に 上昇 した い と い うア ス ピ レ ー シ ョ ン の 達 成 に 向 け て 「加熱」 させ て お か な

けれ ばな らな い
。 しか し選抜は 「勝者」 と と もに 多数の 「敗者」 を も生み 出 して し

まう。
こ れ ら 「敗者」た ち の 抱 くネガ テ ィ ブ な感情を削 ぐた め に は ， 選抜が行 われ

た後 ， 今度は さ まざ まな手段 や仕組み
， 戦略 を用 い て 「敗者」た ちの アス ピレ ー

シ

ョ ン を 「冷却」 させ るな り （Clark　1960）， 「再加熱」させ る な りしな けれ ばな らな

い （竹 内　1995） と い うの が 「敗者」を め ぐる これ まで の 理論の 主 流 で あ る 。

　 しか しこ こで 看過で きない の は ， 上 述 し た理 論の い ずれ も決定的な選抜 を遅 い 時

期 に行 うア メ リカ と 日本 と い う二 つ の 類似性 の 高 い 教育体系 を研究対象 と し て い る

こ とで ある 。 本稿 が対象 とす る シ ン ガ ポール の よ うに ， 決定的な選抜 を早期に 行 う

教育体系に お い て は ， 「敗者」の タイ プ も違 えば， 「失敗」 へ の 適応過程 も異な っ て

くる はずで あ る と考 え られ る。 カラベ ル の 言葉 を借 りれ ば， 「11歳の子 どもの 進路を

分 け るの と， も う成人に近い 18歳の青年をそうす るの とで は， 明 らか に違 っ て い る

の で ある」（Karabel訳書　1980
， 89頁）。 とこ ろが ， シ ン ガ ポ ール は ， 制度的に は旧

宗主国 の イギ リス の 影 響 を強 く受 けて い る もの の ， そ こで 観察 さ れ る実態 は
， ター
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　　 　　 　 　　 　　 　　 　 シンがポー
ル の教育 とメリトクラ シ

ー
に関する社会学的研究

ナ ーが 「庇護移動」 （Turner　1960） と よ ん だ もの と は全 く異な り，選抜後で も競争

が 続 き ， 「敗者」で す ら第3回国際数学 ・理 科教 育調査 （略称 TIMSS ）で 高い 点数 を

獲得す る と い う ， 非常 に 独特な様相 を呈 して い る 。 し た が っ て
，

日米型 の 「競争移

動」 と も，
ヨ ー

ロ ッ パ 型 の 「庇 護移動 」 と も異 なる シ ン ガ ポール の 競争教育 に メ ス

を入 れ る こ とに よ っ て ， 「敗 者」をめ ぐる これ まで の教 育社会 学に お け る選抜 の理 論

に
， 新た な視点 を提供す る こ とが大 い に 期待 で き よう 。

3
．

シ ン ガ ポ ー ル の 教育 に 関す る研 究

　厳 しい トラ ッ キ ン グ制度 を貫 きな が ら も，
TIMSS で は上位 を ほ ぼ 独 占 した シ ン

ガ ポ ール の 教育制度 は ， 近 年注 目を浴 び るよ うに な っ た 。 しか し注 目度 が上 昇 した

と は い え ， シ ン ガ ポ ール に 関す る教 育研 究の ほ とん どは教育 と経 済発 展 ・国造 りの

関係 を考察 した もの ， も し くは シ ンガ ポ ール を射程 に入れ た 東ア ジア の 発展 と教育

に つ い ての研究の
一

環 と しての もの
， で ある とい わ ざるを得ない （Green　1997；Cum ・

mings 　l　997 な ど）。 ア ジア で は類 を み な い シ ン ガ ポ ー ル の 教育 ・経 済 ・社会 ・政 治制

度が東 ア ジア モ デル の
一

員 と して 扱わ れ る こ と に対 して い さ さ か疑問が ある こ とは

さ て お き ， それ ら の研究 は ほ ぼ 例外な く トラ ッ キ ン グや 階層 に関す る分析視点 に欠

け て い る と い う点で 共通 して い る 。 同様 に
， 日本に お い て，

シ ン ガ ポール に 関す る

教育研究 は 多少 な りと もある もの の ， 上述 した領域 に 限 られ る もの ， あ る い は 政府

系の調査 と異な らな い
一

般的な教育事情や 政策の 報告が きわ め て 多い と い う の が 現

状で あ り（池田　1999 ；大原　1997な ど）， 学校 の 現場 に 入 り生徒 を対象 と した調査

は ほ と ん どな い
。

　
一方 ， 「理 系重視 ・文系軽 視」 と い う観念 の 強 い

，
プ ラ グ マ テ ィ ッ ク な シ ン ガ ポー

ル に お い て も， 社会学的 な分析視点 を取 り入 れ た教育研究は 稀で あ る 。 数少な い 教

育社会学的研究 の なか に ， 民族 ， ジ ェ ン ダーや親の職業が及 ぼす教育達成 へ の 影響

に つ い て の 分析 は ある もの の （Chang　2002；Xiang　I993；Quah　et　a1 ．1991 な ど），

そ の ほ とん どは 国勢調査や 労働調査な どの マ ク ロ データ に基づ い た もの で あ り， ま

た 教育達成 を表 す指標 と して 教育年数の み を使 う傾 向が 強 い 。言 うまで もな く， シ

ン ガ ポ ー
ル に お い て ， 同 じ教育年数で も トラ ッ ク に よ っ て そ の 実質 は大 い に 異なる 。

そ れ ゆ え に ，
シ ン ガ ポ ー ル の 教育制度 に 関す る研 究分析 を行 う際 に ， トラ ッ キ ン グ

の 視点を抜 き に して は，全体像 を描 き きれ ない 危険性が ある。

　 シ ン ガ ポール の教育 に関する社会学的研究の 乏 しさの い まひ と つ の 理由 と して ，

教育 へ の 政府に よ る 中央集権的 な統制の 強 さが あげられ る 。 完全独立 した 1965年か
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ら今 日 に至 る まで ， シ ン ガ ポール は事実上 の
一

党支配体制 を維持 させ て きた 。 その

ため ， 与党 ・人民行動党の コ ン トロ ール が社会の隅々 に まで行 き渡 っ てお り， 政府

の定 めた政策は ， 何の 反発 もな く即刻完全実施 と い う態勢が存在 して い る 。 当然 な

が ら ， こ の 傾向 は政治・経済面の み な らず ， 教育界や 学校現場 に も及 ぶ 。 Chang （2002，

p．15）に よれ ば ， 「シ ン ガ ポール の 学校は それ ぞれ の 名声 ， ラ ン キ ン グお よび教育省

との 関係 に つ い て 非常 に慎重 で あ るた め ， 研究者 に よる ア カ デ ミ ッ ク な調査 に は あ

ま り協力 したが らない 」の で あ る 。

　メ リ トク ラ シ ーを擁護 して い るシ ン ガ ポール は， 民族 を問わず教育機会 が制度上

は均等 に保証 されて い る た め ， 結果の 不平等 は個人の メ リッ トに よ っ て説明 され る

社会で もある 。 この ような政治 ・社会的背景 を考慮すれ ば，
シ ン ガ ポール の教育 に

関す る 国内外 の研究の なか で ， 教育機会 の 平 等 を図 ろ うとす る政策 の 分析 や 研究が

多い 反面 ， 結果の 平等 ・不平等 を問 うよ うな調査が 「セ ン シ テ ィ ブ」 とい う理 由か

ら少 ない とい うこ とも頷 けよ う
（2｝

。 しか しまさに この 理由か ら， 選抜の 「敗者」の

ア ス ピ レ ー シ ョ ン に つ い て の 研究は もち ろ ん ， トラ ッ キ ン グ と階層 と い う， 選抜理

論の中心的課題す らシ ンガポール で は明 らか にな っ て ない
。 「ウル トラ ・ メ リ トク ラ

テ ィ ッ ク」 （Rodan 　1989） と まで よ ばれて い る シ ン ガ ポール に お い て も教育達成 に

はや は り出身階層の 影響 を完全 に 除 くこ と は不可能なの か ， また い わ ゆ る 「敗者」

は シ ン ガ ポール で どう扱わ れ て い る の か と い う初発の 問題設定 を明 らか に する た め

に も， 「敗者」の 実態 が どうな っ て い るの か ， それ を詳細 に 分析す る必要が あ る だ ろ

う。

4 ． 分析課題 の 設定

　以 上の 議論 をふ まえ，本稿 は次の 3 つ の 分析課題 を解明 す る こ とを目指 す。

（1） シ ンガ ポー
ル の トラ ッ キ ン グ制度に お い て は ， 生徒 たち が それ ぞれ の能力に

一

　番適 したペ ース で 学習で き るよ うに ，
コ ース ご とに 異な るカ リキ ュ ラム の範囲や

　難易度 を設 定 して い る 。 したが っ て ，
ロ
ーゼ ン バ ウ ム の 「増幅効果論」 に よれ ば ，

　い っ たん下位 コ ース に ふ るい 分 け られ た生 徒の 「復活」 は非常 に難 しい と考え ら

　れ る。 そ こで 本稿が検証す る く課題 1 ＞ は ， 下位 コ ース に ふ るい 分け られ た生徒

　はそ の 後 も下位 コ ース に 入 れ られ る可能性 は高 い の か 」， で あ る 。

  　ク ラークの 描 く不透明 な 「冷却」の過 程 に つ い て ， カ ラベ ル は， 知 的基準 をめ

　 ぐる 矛 盾だ けで な く， 隠 され た 階級的矛 盾 を もあ らわ し て い る と指摘 した 。 ア メ

　 リカ の コ ミ ュ ニ テ ィ
・カ レ ッ ジに お い て ， 転学 コ ース の 学生 と比 べ て ， 職業 な い
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　　　　　　　　　　　　　シ ンがポ
ー

ルの教育とメリトクラシ
ー

に関する社会学的研究

　 し技術 コ ー
ス の 学生 の 出身階層が相対的に低 い こ とをカ ラ ベ ル は立証 した のであ

　る　（Karabel　l977）。

　　カ ラ ベ ル の 主張 に従え ば， 教育機会の 平等 を図 ろうと努め る シ ン ガポール に お

　い て も， 教育達成に 及ぼ す出身階層の影響 を完全 に 取 り払 う可能性 が低 い と考 え

　 られ る。 したが っ て ， 本稿の く課題 2 ＞は ， 「メ リ トク ラ テ ィ ッ クな シ ン ガ ポ ール

　 に お い て，教 育選抜 に お け る 『敗 者』の 出身 階層 は低 い の か 」 に っ い て検証 す る 。

  「増幅効果論」に よれ ば ， 早期 に 選 ばれ な か っ た者の 学習意 欲 は低下 し ， ア ス ピ

　レ ーシ ョ ン も冷却させ られた ままに低 い と推測で きる 。 そ こ で本稿の 〈課題 3 ＞

　 と して ， 「シ ン ガ ポール の 厳 し い トラ ッ キ ン グ制度 に お い て ， 『敗者』の ア ス ピ レ

　
ー

シ ョ ン と学習意欲 は低い の か」， と い う分 析課題 を立 て る 。

5
．　 「敗者」の 定義

　シ ン ガ ポー ル の選 抜制 度 に お い て ， 小学校五年生 で すで に 「敗者」 は存在す る 。

しか し本稿が 注 目 した い の は ， 選抜が ほ ぼ 最終段 階 に 入 っ て い る 中等後教育
（3）

で あ

る 。 幾重 の 失敗 を重 ね ， そ れ で も中等後教育機関へ の 入学 を選 択 した者に 本研究 は ．

ス ポ ッ トを当て た い か らで ある 。

　　　　　　　表 1　 中卒者が 進学で きる公的教育機関 （2002年現在）

教育 機 関 学 校数 　 　 　修 得資 絡

　 　 　 　 　 　 　 コ
ー

ホ
ー

トにお ける

入 学 の 最低 条件 零 　　入 学者 数 の 割含 ＊ ＊

1 ジ ュ ニ ア
・
カ レ ッ ジ （2 年制）

　 JuniDr　Co旦lege

　 セ ン トラ ライズ ド ・
　 イ ン ス テ ィ テ ユ

ー
ト （3年制）

　 Centralised　Institute

2 ポ リテクニ ッ ク

　 Polytechnic

3 技 術教 育校

　 Institute　of

　 Tbchnical　Education

15
　 　 GCE

’
A
’

レベ ル 　 GCE
‘
0
’

レベ ル

　 　 　 （Advanced ）　　　　　 （Ordinary）

2　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 科 目合格

4　　 　 ディ プロ マ 　 　　GCE
‘
O
’

レベ ル

　 　 　 Dip旦ema 　　　　　 3科目合格

10　 サテ ィ フ ィ ケ
ー

ト　 　GCE
’
N レベ ル

　 　 　 Certificate　　　　　　 （NormaD
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 修 了

約 25％

約 40％

約 25％

注＊　 　こ こに示す入 学条件は一番入 りや すいコ ー
ス を基準に した ものである。

注 ＊ ＊ 　ITE 本部の 職員 に対する聞き取 り調査によ る。

　シ ン ガ ポー
ル で は

， 中卒者が 入学で き る公 的教育機関は ， 表 1 に 示 す通 り ， ジ ュ

ニ ア ・カ レ ッ ジ （Junior　College，　JC），セ ン トラ ライ ズ ド ・ イ ン ス テ ィ テ ユ
ー ト，

ポ リテ ク ニ ッ ク と技術教育校 （Institute　of　Technical　Education，　ITE）だ けで あ

る 。 ただ し， これ らの 教育機関に 入学 しない 残 りの 10％の者に は ， 軍事学校 ， ホ テ

ル 学校や民営 の 情報 ・ビ ジネ ス 専門学校 に 入 るか ， もし くは就職 す るか と い う道 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 273
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ある 。

　大学 に入 る た め の
一

番ス ト レ
ー

トな 方法 は ， JC か セ ン トラ ライ ズ ド・イ ン ス テ ィ

テ ユ
ー トに 進学し ， GCE ‘A ’

レ ベ ル
（4）

の 資格を取得す るこ とで ある 。 しか し表に 示

す通 り，
こ れ らア カデ ミ ッ クな高校 へ の 入学 は難 し く， 同 じ コ ーホ ー トに お け る入

学者数は 25％ しか い な い
。 これ とは 反対 に ， 技術教育校で ある ITE へ の 入 学条件 は

JCな どに比 べ て非常 に ゆ る い こ とが表 か らわ か る 。
　ITE に は ，

レ ベ ル の
一

番低 い

GCE ‘N ’
レ ベ ル で も， 修了さ えす れ ば入学で きる コ

ー
ス も設置 さ れ て い る の で あ

る。 ちなみ に
，
ITE はしばしば揶揄の 対象 として

‘lt’s　The 　End ’

の略だ とい わ れ る

こ と もあ り， そ こへ 入 っ た ら終わ りだ とみ な される こ と もある 。

　 した が っ て ， 選 抜制度か ら漏れた 「敗者中の敗者」は JC や ポ リテ ク に入 学で きな

い GCE ‘0 ’

レ ベ ル 所有者 と， 最初か らJCや ポ リテ クへ の入学資格 さえ持た な い

GCE
‘
N
’
レ ベ ル の 所有者で あ る 。 本稿 の 調 査対象 に あた るの が ITE の 在学 生 なの で

あ る 。

6 ．　 デ ー タ と方法

　本稿 は ， 主に ITE の 生徒を 調査対象 と し ， さ ら に彼 ら の 意識や 行動様式 をよ り浮

き彫 りに する た め に ， 比較対象 と して ITE 生徒 とは対極 的な エ リー ト的存在 と もい

え る JC 生徒 を選 ん だ 。 調 査 は 2002年 8 〜 9 月に 2 校の JC と 3校の ITE で 実施 し

た 。 方法 として は ， イ ン ターネ ッ トを通 じて の オ ン ・ライ ン 自記式英文質問紙 ホー

ム ・ペ ージ を使 用 し， そ こ へ 生徒 に ア ク セ ス して もらい
， 自由な時間に答 え て も ら

っ た 。 1 校 に つ き ， ID と パ ス ワ ー ドの 書い て あ る 200枚の カ ー ドを配 り， 200名の

最終学年生徒の無作為抽出 を各学校 に依頼 した 。 た だ し ， 対象校の選 出は無作為抽

出に よ っ て 行われ た の で は な く， 本調査の趣旨に沿 っ て シ ン ガ ポール 教育省に ラ ン

ク の 異 な る JC と コ ース の 異 な る ITE を対象校 と して 選 ん で も ら っ た 。 したが っ

て ， 本稿の 分析 と解釈 に は この 点 を考慮 して い た だ きた い 。 対象校の プ ロ フ ィ
ール

と生徒の サ ン プ ル 数は 表 2 に あ る通 りで あ る 。

　本調査が シ ンガ ポール 教育省 の サ ポー
トを得て い た こ と もあり， 各対象校は非常

に協力的で オ ン ・ ライ ン 質問紙 の 回収率は どの学校に お い て も 100％ に達 した 。 な

お ， 生徒 を対象 と した質問紙調査以外 に ， 各対象校の管理 職 （校長 ， 教頭 ， 教科主

任な ど）， 教師 と生徒 ， お よび教育省や ITE 本部の 職員に対する 聞き取 り調査 も行

っ た 。
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シンがポールの教育とメリ トクラシ
ー

に関する社会学的研究

表 2　 対 象者校の プ ロ フ ィ
ール とサ ン プル 数

学校 修得資格
陶査 対象 に 当た る

最黄学 年在 学者 数

サ ン プル数

（女性 数）

　 　 　 　 　 　 　 JC
AI 校

　　　　　　〔τbp・5）＊

　 　 　 　 　 　 　 JC
A2 校

　 　 　 　 　 （Non 　Tb ・5）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 880　　　　　　 　　　 184
GCE

’
A
’

レベ ル

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　（111｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 800　 　　 　　 　　 　 187
GCE

’
A
’

レベ ル

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 （88＞

計
371

（199）

Bl 校

B2 校

＊ ＊

ITE

ITE

ハ イヤ
ー・

サテ ィ フ ィ ケ
ー

ト

・ハ イ ヤ
ー・

　サテ ィ フ ィ ケ
ー

ト

・サ テ ィ フ ィ ケ
ー

ト

802

349

735

B3 校 　　　　 ITE　 　　 サテ ィ フ ィ ケート　　　 　　 897

186

（27）

105

（75）

94

（79）

188

（34）

計 573

（215）

合計 944

（414＞

注 ＊

注 ＊ ＊

’
TDP・5　JC

’
は、毎年 厂JC 学 力 ラ ンキ ング表」 で常に上位 5 位 に ラン ク

・
イ ンされ る 5

校 の トッ プ JC の 略 称で あ り．’NDn 　Tbp・5JC
「
はそれ 以外 の 10 校 の JC の 略 称で あ る．

B2 校 の サ ン プル に 女子 が圧倒 的 に 多 い の は．そ の学 校の コ
ー

ス の ほ とん どが商業科 か

看護婦科の た め で あ る 。逆に 、B1 と B3 校の コ
ー

ス が技術・工 学系の もの の み で あ る

ため．男子 がサ ン プル の 大多 数を 占めて い る。

7 ． 分 析

7．1． 「敗者」の 出身 コ ース　　課題 1 の 検証

　　　　　　　　　　　　　　　　表 3　小 ・中学校の コ ース （％）

小 学校コ ー
ス 中学校コ ース

学校 タイ プ

EMliE 廻2iEM3

〔上 位） i（中位肖 （下位）

　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’
び レペ ル 1

’
0
’

レ ベ ル 1
’
N
’

レペ ル 1 卜
N
’
レベ ル

　 　 　 　 　 ：　　 　　　 　　 2　　 　　 　　 　 1
Specia1　 ：　 Expre8s　 l　 Academic 　 l　 Tセchnlca1

　（上位）　　 ：　 （中 上位）　 1　 （中下位＞　 1　 （下位〉

ITEJC

−一，9冒−−−一一曹一・一冒F

L2　　　1　　79．0　　　1　　19．7
　 　 　 ：　 　 　 　 　 　 　 　 ：

　 　 　 ：　 　 　 　 　 　 　 　 ；
61．2　　　1　　　37．7　　　1　　　1．1

0．6　　　　：　　　　13．8　　　　：　　　 40．3　　　　1　　　45．4
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：　 　 　 　 ：

　　　　　　　　　　　1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：　 　 　 　 ：
50、0　　　　：　　　　48．1　　　　1　　　　　1，7　　　　1　　　　0．3

全 国 レベ ル 串

’’’”囓−’匿’
暫
’『’−−’一一一

↑
『置’’”窄『ー

　 工7．1　　 ：　　 67．4　　　：　　 15．6　　　　 卩　　　　　　　　　　　　　　　　　．

’’’’”『’噌冒匿一”r’−−匿”一”−匿匿’† 』『冒‘”一’”』’
†
冒匿’’’”亨’冒−−’

　 　 9．7　　　　 1　　　　52．2　　　　：　　　 24．5　　　　：　　　 13，5　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

注 ＊　 全国 レベ ル の 生徒 割合 は 1999 年か ら 2001 年 まで の 全国デ
ー

タの 平均値 で ある。
　　　 （出 所 ： シ ン ガポール 教 育省，Ke7 　eeuce 　tion　lndi

’
cs 　tors．）

　表 3 は ， 質問紙 調査か ら得 られ た ， ITE 生 徒 と JC 生 徒 と の 小 ・中学校 コ ース の

相違 を示 してい る 。 表に示す通 り， か つ て は上位 の EMl コ ース に い た とい う生徒

が JCで は 61．2％もい るの に対 して
，
　 ITE の場合は 1．2％ しか い なか っ た

（5｝
。 逆 に

，

19．7％の ITE 生徒が 以前 は下 位 コ
ース の EM 　3 だ っ た と答 え て お り， 全国 レ ベ ル

2乃
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の デ ータ よ りも高か っ た 。 中学校 コ
ース に つ い て も同様で ， JC生徒の 98．1％が 中学

校で は上位か 中上位 コ ース に入 っ て い た の に 対 して ， 85．7％ もの ITE 生徒 は 中下

位か 下位 コ ース の 中卒者で あ っ た 。

　以上 の こ とか ら， 小 ・中学校に お ける トラ ッ キ ン グが い か に 生徒の 進路 に 影響 を

及ぼ して い るか が うか が える。 中学校で中下位か下位コ ース に振り分 けられた ため ，

また は小学校 5 年生 の時点で 下位 コ ース に振 り分け られ た た め に ， ITE へ の 進学が

唯
一

の ル ー トに なる確率 は格段に上昇 し， 逆 に JC へ の 狭 き門を くぐる機会す らも

与 え られ な くな る 。 シ ン ガ ポール の トラ ッ キ ン グ制度は ，
ロ ーゼ ン バ ウム の 「増幅

効果論」の ご と く流動性 に欠け ， 下位 コ
ー

ス に い っ たん ふ るい 分け られた生徒はそ

の後 も下位 コ ース に入 れ られ る可能性が高 い こ とが認め られ る 。

7．2． 「敗者」の 出身階層一
課題 2 の検証

表 4　 出身階層 （％）

世帯月収 ｛S＄1−￥65 ） 父 ・聰 桑 （偲 ・庸藁）

学校 タイ ブ ，S＄，。。。 iS＄・… i． S＄ 
　　 　　　1 〜S＄7000 　；

専・ 鯉 職 ｝　 ・・ 他
　　　　　　　　唱

ITE

　JCr
匿9−一一匿，．■冒−一一一■−，一

　　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　脚
　 　2．9　 1　 37．3　 1　 59．8
　 　 　 　 　 ；　 　 　 　　 　 1

　 212 　 1　 56．8　 1　 220
＿．．一．．．一．、；一．一一一。．．一一一．4．一．一一一一．＿．

　　2a8 　 U1   　 1　 712 （8＆2）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ；

　　 59．1　　（23．2）　　　　1　　　　40，9　 （768 ）
一．．．，．一一一．．．．一一一一一一一一一．4．．．一．，一一一一一．一一一一一．．一噌一一．

全国レベ ル拳 2・・gi52 ・5i2 佳 6 ＿　　　　　　1　　　　　 ＿
　　　　 　　 ：

父 ・学歴 （母 ・学歴）

学 校 タイ プ

襯 ｝，講 麓。、iCO’　中卒 　　　　 1
　　　　　　　　　　　 中卒以 下　 　 　 　 　 　 　 ：

か
‘
N
驢

レベ ル ）1

ITEJC 　　生・ （1．9） i1 ・ユ （65） i
　 　 　 　 　 　 　 　 l　 　　 　 　 　　 　 　 　　 l

　 290 　　（151 ）　：　　　21．9　　（19．5＞　　　1
．一一一＿一…一．一…↓一．・一一一…一…・一一…｛

　　　　　　　　卩
17．0　　（18＿3）　　　　：　　　　68．6　　（73．2）

21、6 （3鉱 、）　 i　 2，．、 （33．。）
L一曽冒囓，一．冒．一一一匿「−P−．
全国レペ ル 喰 6・7　 i　 l4・6　 i

・曾響 ’
　　 　 　 　 　 1
26．1　 　 　 　 ：　 　 　 　 52．5

注 ＊　全国 レベ ル に おけ る世 帯月収 および親・
学歴 の 分布は国勢調査 census −2000 か ら取 っ たデ

ー
タで ある 。

　 　 ただ し、親
・
学 歴の 全 国データは調査対 象の 親 年齢にあたる 45−54 才人 口 の 男女平均値 を取 っ た。

　表 4 に 示 す よ う に
， 世帯月収 に 関 して ，

ITE 生 徒の 6 割近 くが 低 所得 家 庭

（〈S＄2000）の 出身者で ある こ とがわ か る
〔6｝

。 親の職業 をみ る と
， 父親か母親が 専門

・

管理職 の JC生徒 の割合の い ずれ も ITE 生 徒の それ よ り倍以上で ある こ とがわ か

る 。 親の 学 歴 に 関 して は，JC生徒 の 親の 場合 ， 中等後教育以上 の 学歴を持 っ 父親 と

母親の割合 はそれぞれ 50，9％ と34．6％ に な っ て お り， 両方 と も全国 レ ベ ル の割合 を

上回 っ てい る。 それ とは正 反対に ， ITE 生徒の親の 場合 ， 中卒か それ以下の学歴 を

持 っ 父親 と母親の割合は それ ぞ れ 85．6％ と91．5％で ， 全 国 レ ベ ル の データ よ りも高
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　　　　　　　　　　　　 シ ン がポー
ルの教育とメリトクラ シ

ー
に関 する社会学的研究

か っ た 。

　メ リ トク ラ シ ーを貫 くシ ン ガ ポール に お い て も， カ ラ ベ ル が 指摘 した 「階級的矛

盾」が 隠 され て お り， 教育達成 に 及 ぼ す 出身階層の影響が 完全に 取 り払 わ れ るこ と

は な か っ た 。 教育選抜に お け る 「敗者」の 出身階層はや は り低 い の で ある ．

　と こ ろ で ， JC生徒の世帯月収に 注 目する と， そ の分布が全国 レ ベ ル の データに 非

常 に 類似 し て い る こ とが 興 味深 い
。

シ ン ガ ポ ール に お い て ，
エ リー ト校 で あ る JC へ

の進 学に 関 して ， 中 ・高所得層が 特 に 恵 まれ て い る こ とは な い と い え る 。 こ の こ と

が シ ン ガ ポール が 「ウ ル トラ ・メ リ トク ラ テ ィ ッ ク」 と呼 ばれ る ゆ えん の ひ と つ で

あ ろ う。しか し ITE 生徒 の なか に ， 低所得家庭 の 出身者が 集中して い る と い う事実

は変わ らない
（η

。

7．3． ア ス ピ レ ー シ ョ ン と学習意欲
一

課題 3の 検証

　 こ れ まで の 検討で ， シ ン ガ ポー
ル の 「敗者」た ちの 多 くはひ た す ら下位 コ

ー
ス を

た ど り， 出身階層もエ リー
トの JC 生徒 と比 べ て相対的 に低い こ とが わ か っ た 。

ロ
ー

ゼ ン バ ウ ム の 「増幅効果論」 に従 え ば ， 選抜が ほ ぼ 最終段 階に さ しか か る 中等後教

育段階で は
， 「敗 者」た ち の ア ス ピ レ

ー
シ ョ ン は 「極寒状態1 に な っ て い る は ずだ と

考 え られ る 。 と こ ろが
，

こ の 推測 とは異な る結果 を本調査は 得た の で あ る 。

年 　17

16

15

14

13

12

望1

　 　 iO

　　−一榻購 轟襲．
現在 i

十 Jc 　i　 1436　　　1566 　　　1628　，
　 　 　 ↓　　　　　 ．　 一　　一＿
「十 【TE　　　1115　　　　1155 　　　　1347 　　i

図 1　 教育ア ス ピ レ ーシ ョ ン の 変化

　図 1 は ， 調査時 に 複数の 時点 を回顧 して も らっ て得た それ ぞれ の 時点で の希望進

学段階を教育年数 に 換算し
〔8）

， JC・ITE 生徒別に各時点の 平均値 をプ ロ ッ トし， ア

277

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

ス ピ レ ーシ ョ ン の変化の 状態 をあらわ した もの で ある 。
こ れ を み る と， JC生徒 と

ITE 生 徒の 間 に ， 小 学校 とい う早 い 時点 か ら
一

貫 して教育ア ス ピ レ ーシ ョ ン の 絶対

的な水準に差 が あ り，JC生徒の ほ うが圧倒的 に高い 水準 に ある こ とがわ か る 。 JC生

徒の ほ とん どが小 ・中学校 にお ける上 位 コ
ース の 出身者 で ， 逆 に ITE 生徒 の 大多数

が 下位 コ ース の 出身者 と い うこ とを考えれ ば ，
こ の 教育アス ピ レ ー シ ョ ン に お け る

大差 も驚 くこ とで は ない 。 シ ン ガ ポ ール の 厳 し い トラ ッ キ ング制度が い か に 下位 コ

ース の 生徒 を冷却させ て きた の か が うか が え る 。 そ れ よ り もむ しろ 注 目に値す るの

は ， JC生徒の ア ス ピ レ ー シ ョ ン が徐々 に 高 ま っ て い る の に 対 し ，
　ITE 生徒 の 場合 に

つ い て は ， 小 ・中学校で は低か っ た アス ピ レ ー シ ョ ン水準が ITE へ 入学 した後の 現

在に お い て 急激に 高ま っ た と い うこ とで ある 。

　　　　　　　　　　 衰 5　 学校外での 学習時問の 分布　　　　　　　　 （％）

　　 　　 　 　　 　 1　　　 ：　　　 ；　　　 1　　　 、　　　 ；　　　 1

学校　　　　　　　130 分 ：30−　11 − 212 一
呂 1 呂

一414 − 5 ：5時間

タィ ブ 　　しな い i まで ：60 分 i時 聞 i時 間 i時 間 i時 間 1 以 上

　 　 　 　 ：

　　　　i 標準
平均 （分 ）1 偏 差

ケ
ー

ス

　数

・C 妬 i81i… …蹴 1i   im…・・ i冊

飜
恥

… ．輪照 　　、

1舗 ．5igl ．・
　　 　　：

　　 ワ

369

　 　 莓

　ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン が高 まれ ば ， 学習意 欲 も向上 す る と推察で きる 。 そ して 学校外

で の 学習時間 に注 目す る こ とに よ っ て ， ア ス ピ レ ーシ ョ ン と学習意欲が い か に行動

化 され てい るか がわ か る 。 表 5 よ り， 大学入学試験に あた る GCE ‘A ’

レ ベ ル を控 え

た JC生徒の ほ うが ITE 生徒 よ りも学校外 で の 学習時間が長 い こ とが わか る 。 例 え

ば ， JC生徒 の 半分以 上 （52．1％）が毎 日 2 時間以上 勉強 して い るの に対 して
，

2 時

間以上 勉強 して い る ITE 生徒 は 34％ だ けで あ っ た 。 しか し表 5 に お け る比較はあ

くまで エ リー
トで あ る JC生徒 と選 抜制度の 「敗者」で ある ITE 生 徒 との もの で あ

る 。
つ ま り， 逆 に考えれ ば， 「敗者」で ある に もか か わ らず ， ITE 生 徒の 3 人 に 1人

が 2 時間以上勉強 し て い る の で あ る 。 しか も， 平均 値
（9〕

を算出 す る と ， JC生徒の 2

時間 16分 に対 し， ITE 生徒 は 1時間42分 と， 34分だ け短い に す ぎな い 。 ち なみ に ，

1997年に お け る 日本 の 普通 科上 位高校 と中位高校の 生徒の 学校外で の学習時間 は そ

れ ぞれ 2 時間 8分 と 1時間 23分で あ っ た （樋田 ほ か 2000
，
152頁）。 した が っ て ， ITE

生徒 の 平 均学習時間は 日本の 普通科中位 高校の 生 徒 の それ よ りも長 い こ と に な る
 

。

　ITE 生徒の 学習意欲 が どの よ うな要因 に よ っ て規定 され るの か をみ るた めに ， 学

習意欲 を表す指標 と して の 学習時間を従属変数 とした重 回帰 分析 を行 っ た 。 説明変

数 とそ の 数量化の 手続 き は表 6 の通 りで あ る 。
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表 6 　分析 に用 い る従属変数 と説明変数

従属変数

説明 変数

表 7　 1TE 生徒 の 学習時間 を規定する要因分析 （重回帰）標 準回帰係 数

モ デル 1 モ デル 2 モ デ ル 3 モデ ル 4

男子 ダミ
ー

父学歴

母学歴

父職ホ ワ イ トダ ミー

母 職 ホワ イ トダミ
ー

世帯月収

現 征 コ ース

中学校 コ
ー

ス

学 校 成績

進 学 ア ス ピ レ
ー一

シ ョ ン

セ カ ン ド・チ ャ ン ス要因

将 束展 望 要囚

一ll一
磯癬 …

　 　 ．055

　 　 ．03畫

　 　 ．036

　 　 ．042

　 　 ．003

＿ 紳 羣播酵

　 　 ．D60

　 −．020

　 　 ．096

　 　 ．040
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　表 7 に示 すよ うに ， どの モ デル に お い て も， 男子 ダ ミーは学習時間に有意な影響

を与 え て い る こ とが わ か る 。 その 係数が 負で あ る こ と か ら， 男子 よ りも女子 の ほ う

が学習時間が長 い こ とが推測 され る 。 しか し出身階層 を示 す両親の 学歴 ， 職業お よ

び世帯 月収 の い ずれ も統計的 に有意で はない
。

こ れ はお そ ら く ITE 生 徒の 出身階 層

が 両親の 学歴， 職業お よ び世帯月収の い ずれ にお い て も
，

もと もと非常に低 い か ら

で あろ う（表 4 ）。 それ に対 し ， 現在 コ
ー

ス ， 中学校 コ
ー

ス お よび学校成績 はい ずれ

も統計 的に有意 で ある 。 係数 の正 負 を考慮す る と ，
こ れ は レ ベ ル の よ り高い ハ イヤ

ー ・ サ テ ィ フ ィ ケ ー ト ・コ ース の ITE 生 徒が ， また ITE 生 徒の 8 割以 上 を示 す
‘N ’

レ ベ ル の 出身者が
， そ して 学校成績が よ り良 い ITE 生徒が ， 学習時間が長 い こ とを

意味す る 。

　次 に ， 進学 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン に つ い て み る と， ほか の 要因 を統制 した うえで も ，

学習時間に対 して 有意 な効果 を持つ こ とがわか る 。 この こ とは ， ポ リテ クや それ以

上の 学歴を望 む ITE 生徒が
， そ うで ない 生徒 もし くは進路が 未定の 生徒よ り学習に

時間 を費や して い る こ と を意味す る 。 先 に ， 図 1で ITE 生徒の 進学 ア ス ピ レ ーシ ョ

ン が ITE へ の 入 学後 に 高 ま っ た こ とをみ た が ， こ の よ うに 実際に 学習行動に つ な が

っ て い る こ とが わか る 。 また ，
セ カ ン ド ・ チ ャ ン ス 要因 と将来展望要因に 関 して は ，

ほか の 要因 を統制 した後で も， 学習時間に有意な影響を及ぼす こ とが モ デル 4 か ら

確認 され る 。 すなわ ち ， セ カ ン ド ・チ ャ ン ス を与え られ て い る と思 っ て い る生徒ほ

ど ， また は 将来の 仕事 の 展望 が み える生 徒 ほ ど
， 学習時間が 長い の で あ る 。

8 ． 考察

　以上 の分析か ら，
シ ン ガ ポール の 技術教育校 ITE は

， トラ ッ キ ン グ制度に よ っ て

産出 され る 「敗者」 た ち に 技術教育 を施 す だけ で な く， 重要 な役割 が もうひ とつ あ

る こ とが 示 唆 された 。 そ れ は す なわ ち 「敗者」た ち に セ カ ン ド ・ チ ャ ン ス を与え ，

将来 の 仕事の 展望 を持 て る よ うに させ る こ とを通 して，彼 らの ア ス ピ レ
ー シ ョ ン を

再活性化 させ る こ とで あ る。

　本稿 で明 らか に な っ た よ うに ，
シ ン ガポ ール の厳 しい トラ ッ キン グ制度の も とで ，

ア ス ピ レ ーシ ョ ンが 早い 段階か ら冷却 させ られ た ま まの 生徒が少なか らずい る 。 ま

た これ ら 「敗者」の ほ とん どは ， 小 ・中学校に お い て上 位 コ
ース とはひ たす ら無縁

で あ っ た者で あり， 出身階層 も低 い
。 まず この こ とは ，

シ ン ガ ポール の トラ ッ キ ン

グ制度が ロ
ーゼ ン バ ウム の 「増幅効果論」の ご と く流動性 に欠 けて い る こ と を意味

し ， メ リ トク ラ シ ーを国造 りの イ デオ ロ ギ ー とす る シ ン ガ ポ ール に お い て も ， 教育
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達成に 出身階層が及ぼす影響 を完全に 取 り除 くこ とがで きなか っ た こ と を例証す る

もの とい え る 。

　 とこ ろが ， 「敗者」で ある ITE 生徒 は ，
　 ITE へ の 入学後に ， それ ま で 低か っ た ア ス

ピ レ ーシ ョ ン が 上昇す るばか りで な く，
エ リー

トで あ る JC生徒 と比 肩 で きるほ ど

学習 に時間 を費や して い る こ と も本稿で 示 され た 。 さ ら に ， セ カ ン ド ・チ ャ ン ス を

与え られ て い る と思 っ て い る生徒 ほ ど ， または 将来の 仕事の 展望が み え る生徒ほ ど，

そ の 学習 時間 が長 くなる こ とが 確認 さ れ た 。 こ の こ とは ，
ITE が 「敗者」の 生徒た

ち にセ カン ド ・チ ャ ン ス を与え， 将来の仕事の 展望を描ける ように させ るこ とを通

し て
， 再加 熱装置 と して 機能 して い る可能性 が 高 い こ とを示唆 して い る 。

　 「敗者 」た ちが ITE へ の 入 学後 に ア ス ピ レ ーシ ョ ン が 上昇 す る背景 と し て は次の

こ とが考え られ る 。 まず教育省 と ITE 本部で の 聞き取 り調査に よれ ば ， シ ン ガ ポー

ル の 教育体系に は 「敗者復活 トン ネル 」が構造的に組 み 込 ま れて い るの で ある 。 す

なわ ち ， 各 コ ース の 最終段階で 成績の優秀な生徒 は ワ ン ラ ン ク上 の コ
ース や教 育機

関へ 進学で きる ように な っ て お り，
が んば りさえすれ ば大学を終点 とす る進学経路

中で 袋小路 にぶ つ か るこ とはな い ように な っ て い る 。 中等後教育段階に お い て ，「敗

者」 に与え られ る 「復活 トン ネル 」は図 2 に 示 す通 りで ある 。

図 2　 中等後教育段階 に おけ る 「敗 者復活 トン ネ ル 」

図 2 をみ る と， 成績 が ト ッ プ 5 ％の サ テ ィ フ ィ ケ ー トお よびハ イ ヤー ・
サ テ ィ フ

ィ ケ ー トの コ ース の 卒業生 は ， それ ぞ れ ハ イ ヤー ・サ テ ィ フ ィ ケ
ー

トの コ ース とポ
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リテ クの 2 年 目に 編入 で きる よ うに な っ て い る 。 また ト ッ プ 5 ％で な い 卒業生で も，

成績 が あ る水準 に達 して い れ ば ， 編入 先の 定員数が 許す限 り，
ワ ン ラン ク 上 の コ

ー

ス の 1 年目に編入 す る こ とが で き る 。 「シ ン ガ ポ ール の 教育 は 『敗 者』に セ カ ン ド・

チ ャ ン ス を与え る制度だ 」とい う質問に 対 して
， 多 くの ITE 生徒が 「そ う思 う」と

答えたの も こ の 「復活 トン ネル 」が存在 して い るため で あ る。 この ように 「敗者」

たち の 目に み え る形で 「復活 トン ネル 」が前提 と して 存在 しなけれ ば ， い くら 厂が

んばれ」 と叱咤激励 して もた だの 空回 りで終わ る こ とだ ろ う。

　 さ らに ， ITE で は ， 卒業生の 「サ クセ ス ・ス トー リー」 に関す る出版物な どを通

して ， 生 徒 た ちの ア ス ピ レ ー シ ョ ン を再活性化 させ よ うと多大 な努力 を払 っ て い る

こ と も聞 き取 り調査で 明 らか に な っ た 。
こ の こ とに つ い て ， 本調査の 対象校の 一校

で ある ITE の Bl校 の校長 は， 「彼 ら （ITE の生 徒た ち）に 技術 を教 え るだ けで は な

い
。 実際 に ， 教育制度 に お い て能力が それ ほ ど高 くない とみ な され て い る彼 らの 自

尊心 （self
−esteem ）を再建 す る こ と もして い る…… これ は ITE 教育 に 関す る もうひ

とつ の 見方 とい えよ う」 と述 べ た 。

　 ITE へ 入学す る前の 「敗者」た ちの ほ とん どは ， 能力別 コ ー
ス が並存す る小 ・ 中

学校段階で 常に 下位 コ
ー

ス に配属 さ れ ， 否で も応で もレ ッ テル が貼 られて しま い
，

自分 の 能力が 「それ ほ ど高 くな い 」 と気づ か さ れ る 。 と こ ろが
，
ITE へ 入 学 した

後 ， 彼らは小 学校 5 年生以 来 は じ め て 同級生 と差異 化 され ずに す むば か りで な く，

彼 らのア ス ピ レ ー シ ョ ン を再加熱させ よ うとす る ITE の 努力 に よ っ て 「敗者復活 ト

ン ネル 」の存在が よ り明確 な もの に な る と考え られ る 。

‘lt’s　The　End ’

と い わ れ続

けて きた ITE を通 して も 「敗者復活」がで き る と気づ い た と き に ， 彼 らの アス ピ レ

ー
シ ョ ン は はね上が り， それ に と もない 進学 に 向けて エ リー トに 匹敵で きる ほ ど長

い 学習時間を費やすの で ある 。

　そ れ だ けで は な い
。
ITE が提供 す る復活 トン ネ ル は ， すで に 冷却さ れ て し ま っ た

ア カ デ ミ ッ クな能力 を基準 とした選 抜ル ー
ト とは 違 い

， あ くま で も技術能力 を基準

に ITE か らポ リテ ク へ
， ポ リテ ク か ら大学 へ と進学で きるル ー トなの で あ る 。 す な

わ ち ， 小 ・中学校にお け る競争 とは手段 も評価基準 も異なるように
， 競争の 中身を

変 え る こ とに よ っ て ， ITE 生徒 に と っ て も 「これな ら， 今 まで ダメ だ っ た私 に もで

き るか もしれ な い 」と い う考え を持た せ
， ア ス ピ レ ーシ ョ ン を再加熱 さ せ るの で あ

る 。 しか も ， そ こ で の 選 抜基 準 は 就職 に 役 立 つ 実 用性 の 高 い 技術能力 と も重 な っ て

い る。 したが っ て ， ITE 生徒 に と っ て は， 将来の仕事の展望 を よ り明確に描きやす

くす る と考 え られ るの で あ る 。
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　と こ ろで ， 「敗者」の た めの技術教育校 と聞 くと
， 設備は きっ と第三 世界に よ くあ

る ス ウ ェ ッ トシ ョ ッ プの よ うな もの と思 わ れ が ちで あ るが ， 本調 査 で ITE の 学校 を

見学 した とこ ろ， そ こ は最新機械 ・機器がず ら りと並 び ， 建物 も非常に 近代的で き

れ い に 整備 され て い る立 派 な もの で あ っ た 。 また そ こ に 設置 され て い る コ ース は，

E ・コ マ ース
， 化学プ ロ セ ス 技術や マ ル チメ デ ィア技術 な どに代表さ れ る よ うに ，

技術 レ ベ ル の 高度 な もの が ほ とん どで あ る。 シ ン ガ ポー
ル の 教育事情 を知 っ て い る

人 で な け れ ば ， まさ か そ こ が 「行 き止 ま り」 とよ ばれ る技 術教育校だ とは誰 も思わ

な い の だ ろ う。 シ ン ガ ポール 政府に よる ITE へ の厖大な投資や関心 も， 生徒たち の

学習意欲や 自信回復 に つ な が っ て い る と考 え られ る。

　当然 の こ となが ら ， ITE 卒業生 に と っ て ， ポ リテ クや その 上 の 教育機関へ の 進学

機会は ， 「求め る者は与 えられ る」ほ ど多 くは な い
。
ITE が 行う卒業生調査 に よれ

ば
aD

， 多 くの 工TE 生徒が 進学 を望 ん で い る の に対 し，これ まで の ITE 卒業生 の な か

に ， デ ィプ ロ マ か それ以上 の学歴 を獲得 した者 は 4割 に止 まっ てい る 。 この 4割 と

い う数字が 少ない の か 多 い の か に つ い て の判断は ， 見方 に よ っ て 異な るの で あろ う。

しか しこ れ まで ほ とん ど下位 コ
ー

ス をた どっ て きた 「敗者」た ち に対 して ， 手 に職

を つ ける機会を与 えるばか りで な く， 彼 らの学習意欲や ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン をも再加

熱 させ る こ とが で き るだ けで も ，
工TE の 役割 は非 常 に 大 き い と い えよ う。 なぜ な

ら ， こ こで い うア ス ピ レ ーシ ョ ン は必 ず しも進学アス ピ レ ーシ ョ ン に 限る もの で は

な く， 将来 に つ な ぐた めの 「や る気 」や活力 を も意味す る もの だ と考 えられ るか ら

だ 。 もし ITE と い う機関が な けれ ば，「敗者」た ち は ， アス ピ レ ーシ ョ ン の 冷 えた ま

まに社会に 出て し ま い
， 将来の 展 望が持 て な い

， 活力 の ない 人 間を社会全体が抱 え

込 ん で し ま う こ と に な ろ う 。

　「敗者」をめ ぐるこれ まで の理論 は決定的な選抜を比較的遅い 時期に行 う教育体系

を中心 に展開され て きた 。 そ の よ うな教育体系に お い て ， そ れ まで アス ピ レ ーシ ョ

ン を高 く加熱され て きた 「敗者」 に 対 し て ， 選 抜後 に 今度 は冷却装 置 をしか ける と

クラークはア メ リカの コ ミュ ニ テ ィ
・カ レ ッ ジで の調査 に 基づ い て 説明 した 。 しか

し本調 査で 明 らか に な っ た よ うに ， 「敗者 」に お け るア ス ピ レ ー シ ョ ン の 変化 は ， 選

抜時期の 早晩 に よ っ て だ けで な く， 競争の 中身や 手段 に よ っ て も異な っ て くる。 ア

カデ ミッ クなル ー トに適しない 者を早期に選び出し， 彼 らに別の競争ル ー トを提供

す る こ と に よ っ て ， 「敗者」の アス ピ レ ーシ ョ ン を再燃 させ て しまうシ ン ガ ポー
ル の

この ような一元 的で は な い 競争制度は非常 に 巧 み で ある と い える 。 ア メ リカ の コ ミ

ュ ニ テ ィ
・カ レ ッ ジ もシ ン ガ ポール の ITE も 「敗者」 を受 け持 つ と い う意味で教育
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体系に お ける 役目は似て い る もの の ， 前者が 「敗者」の 自己概念 を傷 つ け な い よ う

に夢 を冷 ますの に対 し ， 後者 は 自己概念が すで に傷 つ い た の で あ ろ う 「敗者」に 夢

を与え る とい え よう。

　 こ の 数年， 日本で は 階層格差の 拡大や その 可能性が 高ま っ て い る とする指摘が盛

んに行 わ れ て い る （佐藤　 2000 ：苅 谷 　2001な ど）。 特 に佐藤 は最近 の 日本が 「がん

ばっ て も どうに もな らな い 」とい う諦めム ー ドが 高ま っ てい る とい う危機感を表明

し ， 学歴以 外で 評価 され る別 の ル ー トの 構築 を提案 し て い る 。 それ に 対 し て
，

シ ン

ガ ポール で は ， よ り高い 学歴 を得 るル ー トを ， ア カデ ミ ッ クな評価基 準 に代わ り ，

技術能力 を基準に す るこ と で
， 「敗者」≒ 低 い 階層出身者に も 「どうに か な る」 とい

う意識 を つ くり出 し て い る 。 こ の ITE の 果た し て い る役割 をみ なお す こ と は ， 日本

の 現状打破の
一

助 とな る か も しれ ない 。

〈注〉

（1） 2002年に お け る シ ン ガ ポ ール で は ， 1校の ア ドベ ン テ ィ ス ト（キ リス ト再臨派）

　学校 と 6 校の マ ドラ サ （イ ス ラ ム宗教学校）を 除け ば ， す べ て の 小 ・中 ・高学校

　 は 国公立 校 な い し政府補助立 校で あ り， シ ン ガ ポー ル 教育省 が 設 け るナ シ ョ ナ

　ル ・カ リキ ュ ラ ム に 基づ い て 授業 を行 う。

‘Report　of　the　Committee　on 　Compul・

　sory 　Education　in　Singapore
’
（Jul　2000） に よ る と ， 私立宗教学校 に 入学 した 者

　 の割合 は同年齢人 口 の 1 ％ に も満た な い
。

（2） 教育に対す る強い 統制の なか ， 本調査 が シ ン ガ ポール 教育省の承認 とサ ポ ー
ト

　を得 られ た こ とは非常に貴重 で あ る とい え よ う。 ただ し ， 本調査 を承認 する条件

　 と して ， 調査質問紙の 中か ら生徒の 人種や宗教に関す る項 目が教育省 に よ っ て 削

　除 され た 。

（3） シ ン ガ ポール で は ， 中等教育 （Secondary　Education） は中学校 の期間の み を

　指 して お り， その 次な る教育段階 は中等後教育 （Post−secondary 　Education） と

　 さ れ る 。

（4） 高校 レ ベ ル に あた る GCE
‘
A
’

（Advanced ） レ ベ ル の 正 式 な名前 は 「シ ン ガ ポ

　
ール ・ ケ ン ブ リ ッ ジー 般教育証書 ・ 上 級 教育修 了 資格」 （The　 Singapore・

　Cambridge　General　Certificate　of 　Education−Advanced　Level＞で あ り， 試験 は

　シ ン ガポール 教育省とケ ン ブ リ ッ ジ大学試験機構 との 共同に よ っ て 毎年行われる 。

　同じよ うに ， 中学校レ ベ ル に あ た る GCE ‘0 ’

レ ベ ル と
‘N ’

レ ベ ル は それ ぞれ

　
‘Ordinary　Level’

と
‘Normal 　Level’

の 略 で ， 前者 よ り も後者の ほ うの レ ベ ル が
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　低 い
。

（5） 小学校 5年か ら始 ま る EM 　1 ・2 ・ 3 コ
ース の

‘E ’
と

」M ’

は それ ぞ れ
‘English’

　 （英語〉 と
‘Mother 　Tongue

’
（母語）の 頭文字で あ り， また 1 ・2 ・3 は言語の

　 レ ベ ル を指 し て い る 。 EM1 の生 徒が英語 と母語 を ともに第
一

言語 レ ベ ル で学習す

　る の に 対 して ，
EM2 の 生 徒 は 英語 を第

一
言語， 母語 を第二 言語レ ベ ル で 学習す

　 る。EM3 の 生徒 に関 して は，英語 を基礎 レ ベ ル
， 母語 を会話 レ ベ ル で学習す る 。

（6＞ 国勢調査 Census・2000 に よれ ば ， 200 年 に お ける シ ン ガ ポール の平 均世 帯月収

　は S＄4943で あ っ た （2003年11月現在 ，
S＄1

‘・vv ￥65＞。

（7） シ ン ガ ポ ール 教育 省 の 要求 で 生 徒 の 人 種 に 関す る項目が 質問紙か ら削除 さ れ た

　が ， 聞き取 り調 査 に よ る と，
ITE 生徒の 人種構成が 中国系60％ ，

マ レ ー系30％ ，

　イ ン ド系 10％ とな っ て お り， 国 レ ベ ル の 人種分布に 比 べ
，

マ レ
ー

系の 比率が倍以

　 上 で あ る こ とが わか っ た 。

（8） 教育年数に つ い て は ， 小 ・中学校段階に 関 し て 「
‘N ’

か O ’
レ ベ ル ＝ 10」「ITE ＝

　 12」「ポ リテ ク ＝ 13」「JC か 大学 ＝16」「修士 か それ 以上 ＝ 18」とした （注 ：JC に

　お ける実際の 教育年数 は 12年で は あるが ， JC は大学 へ 進学す る た め の 学校で あ る

　 こ とか ら ， 大学 と同 じ16年に した 。
こ れ は ITE とポ リテ ク へ の 進学 よ りも JC へ

　行 くこ と の ほ うが ア ス ピ レ ーシ ョ ン が 高 い こ と を表すた め で もあ る）。 ただ し， 現

　在段 階 に お い て は ， JC の 「市場価値」が ポ リテ クに 近 い こ とか ら， ポ リテ ク と同

　 じ13年に した 。

（9＞ 「←
一
日あた り）平 日に お ける放課後 の 勉強時間」をた ずね た 質問 を もと に ， 「し

　 な い ＝ O 分 」「30分以 下 二 15分 」「30分 か ら 1時間 ＝ 45分」「1 時間か ら 2 時間＝90

　分」「2 時間か ら 3時 間 ＝150分 」「3 時間 か ら 4 時 間 ＝ 210分」「4 時 間 か ら 5 時間 ＝

　 270分」「5 時間以上 ＝ 330分」 と した 。

（10） しか も， 学習時間の 数量化 に つ い て ， 日本の 場合 は ， 「30分以 下 ＝30分」「30分

　 か ら 1時間 ＝ 60分」 と し，
シ ン ガ ポール の 場合 よ り高い 値 を与 えて い る （ほ か の

　 時間帯に つ い て の 数量化は 同じ で あ っ た ）。

（1D　 2002年 11月10日に ITE 創立 10周年記念デ ィ ナー
で ， 当時 の教育相兼第二 国防

　相 テ オ ・チー ヒ ン 少将の ス ピ ーチ に よ る 。
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ABSTRACT

A  Sociological Study on  the Educational System and  Meritocracy of Singapore:

    The Institute of Technical Education as a  Rewarrning-Up Apparatus

                                  SIM,  Choon  Kiat

(Graduate School of  Education, The  University of  Tokyo)

      7-3-1 Hongo,  Bunkyo-ku,  Tokyo, 113-O033 Japan

                    Email: simsimjapan@hotmail.com

Focusing on  the rigorous  selective  educational  system  of  Singapore, this paper

aims  to paint a  profile of the 
`losers'

 produced  by the system  and  elucidate  the

role  of  the Institute of  Technical Education (ITE) where  
`losers'

 are  enrolled.

    Based on  survey  data gathered  from students  studying  at  ITE and  elites

attending  Junior Colleges, this study  first illustrates the facts that there is a lack
of  mobility  between different tracks  in Singapore's educational  system,  and  that

the influence of  social  classes  on  education  exists  even  in meritocratic  Singapore.
Nonetheless, it is shown  that despite the lower social  classes  and  academic

achievements  of  the `losers,'
 not  only  does their aspiration  rise  upon  admission

into ITE, but the average  time they spend  on  studies  is comparable  to that of  the

elites.  This study  further demonstrates that the notion  of  being given  a  second

chance  and  the ability  to see  the prospects for a future job determine the average
study  hours of  the  

`losers.'

 It is thus  concluded  that there is a  strong  possibility
that ITE functions as  a  rewarming-up  apparatus.  Possible factors contributing
to the rise  of  aspirations  among  the 

`losers,'

 including the efforts  put  in by ITE,

are  discussed at  the end  of  the paper.

   Singapore's educational  system  is unique  in that while  the selection  process

may  be rigorous,  even  the 
`losers'

 perform  well  in international comparative

studies  on  academic  ability. Furthermore, it fits neither  the European model  of

sponsored  mobility  nor  the US-Japan model  of  contest  mobility.  Hence, by
unraveling  the process of  how  

`losers'
 adapt  to failure in a  competitive  system

such  as  Singapore's, this study  hopes to bring fresh viewpoints  to  existing

theories concerning  educational  selection  process as  well  as  
`losers'
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